
子
ど
も
の
本
を
通
し
て
震
災
を
考
え
る

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

７ 仙台市政だより　30.８. 1 ６仙台市政だより　30.８. 1

●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

「
命
の
バ
ト
ン
―
津
波
を
生
き
ぬ
い

た
奇
跡
の
牛
の
物
語
」

「
岬
の
マ
ヨ
イ
ガ
」

柏葉幸子／著
講談社　刊

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

11堀米薫／著
佼成出版社　刊

　

ま
つ
お
文
庫
主
宰　

松
尾　

福
子

　
「
命
の
バ
ト
ン
」
は
、
角
田
市
で

農
業
、
林
業
、
和
牛
肥
育
に
携
わ
り
、

農
業
を
テ
ー
マ
に
子
ど
も
の
本
を
書

き
続
け
て
い
る
堀
米
薫
さ
ん
の
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
、
２
０
１
３
年
に

出
版
さ
れ
ま
し
た
。
海
岸
に
近
い
宮

城
農
業
高
校
は
１
階
が
水
没
し
、
畜

舎
も
破
壊
さ
れ
、
牛
た
ち
も
流
さ
れ

ま
す
が
、
奇
跡
的
に
14
頭
の
牛
が
戻

っ
て
き
ま
す
。
県
内
３
カ
所
に
分
か

れ
て
授
業
が
再
開
さ
れ
る
と
い
う
厳

し
い
状
況
の
中
で
、
震
災
か
ら
３
カ

月
後
に
控
え
た
県
の
「
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
」
に
向
け
て
、
高
校
３
年

生
の
古
木
陽
子
さ
ん
た
ち
３
人
の
奮

闘
が
始
ま
り
ま
す
。
先
輩
か
ら
引
き

継
い
だ
バ
ト
ン
を
後
輩
に
手
渡
す
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
震
災
を
乗
り
越

え
、
牛
た
ち
の
命
と
関
わ
っ
た
高
校

生
の
熱
い
物
語
で
す
。

　
「
岬
の
マ
ヨ
イ
ガ
」
は
柏
葉
幸
子

さ
ん
が
子
ど
も
の
本
を
書
き
始
め
て

ち
ょ
う
ど
40
年
に
な
る
２
０
１
５
年

に
出
版
さ
れ
た
作
品
で
す
。
震
災
の

日
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
３
人
が
た

ま
た
ま
岩
手
の
狐
崎
で
出
会
い
、
一

緒
に
暮
ら
し
な
が
ら
家
族
と
し
て
再

生
し
て
い
く
物
語
で
す
。
両
親
を
失

っ
た
小
学
生
の
萌
花
も
、
東
京
を
飛

び
出
し
た
ゆ
り
え
さ
ん
も
、
遠
野
か

ら
来
た
87
歳
の
キ
ワ
さ
ん
も
、
震
災

で
多
く
の
も
の
を
失
っ
た
人
々
の
優

し
さ
に
触
れ
、
救
わ
れ
ま
す
。
キ
ワ

さ
ん
の
語
る
昔
話
が
鍵
を
握
り
ま
す
。

封
印
さ
れ
て
い
た
海
ヘ
ビ
が
震
災
で

蘇よ
み
が
え

り
、
狐
崎
の
人
々
に
危
険
が
迫
っ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
３
人
は
海
ヘ

ビ
と
闘
う
決
意
を
し
ま
す
。
震
災
に

よ
る
人
々
の
抱
え
る
心
の
問
題
に
つ

い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
で
す
。

学
生
消
防
団
員
に
活
動

認
証
状
を
交
付

市政
トピックス

　
市
で
は
、
消
防
団
活
動
に
継
続
的
に

取
り
組
み
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
大

学
生
等
の
功
績
を
認
証
す
る
「
仙
台
市

学
生
消
防
団
員
活
動
認
証
制
度
」
を
４

月
よ
り
導
入
し
て
い
ま
す
。
６
月
26
日
、

市
内
の
大
学
生
４
人
に
、
本
制
度
初
の

認
証
状
が
市
長
か
ら
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

認
証
を
受
け
た
学
生
は
、
就
職
活
動
で
、

消
防
団
員
と
し
て
の
実
績
を
企
業
等
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
学
生
の
就

職
活
動
を
支

援
す
る
と
と

も
に
、
若
者

の
消
防
団
へ

の
入
団
を
促

進
し
、
地
域

防
災
力
の
向

上
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

市政
トピックス

　
平
成
28
年
２
月
に
復
興
公
営
住
宅
が

完
成
し
、
商
業
地
域
か
ら
居
住
地
域
へ

市政
トピックス

　
６
月
14
日
、
仙
台
市
医
師
会
看
護
専

門
学
校
で
、
市
内
初
と
な
る
周
産
期
福

祉
避
難
所
の
設
置
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
周
産
期
福
祉
避
難
所
と
は
、
地
域

の
指
定
避
難
所
で
の
生
活
が
困
難
な
出

産
間
近
や
産
後
間
も
な
い
方
と
新
生
児

が
、
専
門
知
識
を
持
つ
人
や
設
備
の
充

実
に
よ
り
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
避

難
所
で
す
。
訓
練
で
は
、
妊
婦
や
乳
児

の
母
親
役
を
演
じ
た
市
職
員
に
助
産
師

が
対
応
し
、
避
難
所
開
設
を
想
定
し
た

流
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。
周
産
期
福
祉

避
難
所
は
、
災
害
発
生
時
に
市
内
の
看

護
学
科
を
有
す
る
大
学
等
６
カ
所
に
設

置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

妊
産
婦
や
新
生
児
の
た

め
の
避
難
所
の
設
置
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た

卸
町
地
区
を
安
全･

安

心
な
地
域
に

▲助産師が脈や血圧を測定し、妊
産婦役の体調をチェックしました

と
変
化
が
進
む
若
林
区
卸
町
地
区
で
、

６
月
18
日
、
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
街
頭
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
し
た
の
は
、「
卸
町
地
区

安
全
安
心
街
づ
く
り
の
会
」
の
皆
さ
ん

や
関
係
者
約
30
人
。
犯
罪
防
止
を
啓
発

す
る
チ
ラ
シ
や
自
転
車
用
の
ラ
イ
ト
等

を
配
布
し
た
ほ
か
、
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ

な
が
ら
地
域
の
防
犯
や
交
通
安
全
、
環

境
美
化
を
通
行
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

佐
々
木
ひ
と
み
、
佐
竹
む
つ
子
、
狹
間
德

子
、
佐
藤
直
幸
、
佐
竹
繁
雄
、
栗
原
ま
つ
、

日
地
谷
真
由
美
、
石
黒
琴
子
、
菅
原
治
賀

子
、
亀
倉
ル
ミ
、
窪
田
和
子
、
藤
村
優
子
、

山
口
則
子
、
今
野
麻
里
、
伊
藤
豊
生
、
梅

澤
七
五
郎
、
島
田
廣
子
、
菊
地
喜
美
枝
、

中
野
な
を
、
菅
原
光
枝
、
渡
邉
誠
、
菅
野

冷
子
、
武
田
美
枝
子
、
佐
藤
博
、
横
田
倫

子
、
岡
﨑
つ
や
、
櫻
井
信
義
、
佐
藤
千
代

子
、
佐
藤
美
和
子
、
青
木
貴
美
子
、
佐
藤

榮
、
髙
橋
一
夫
、
髙
宮
由
紀
子
、
佐
野
眞

智
子
、
大
谷
ま
さ
子
、
齋

明
、
佐
藤

謙
治
、
須
藤
直
美
、
石
田
武
男
、
松
田
明

美
、
小
嶋
芳
憲
、
加
健
、
谷
口
さ
ち
子
、

徳
永
理
枝
、
田
中
房
子
、
林
優
子　
〔
仙

台
市
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会
委
員
〕
坂

井
伸
一
、
目
黒
久
美
子　
〔
仙
台
市
障
害

支
援
区
分
判
定
等
審
査
会
委
員
〕
佐
藤
博

彦　
〔
仙
台
市
自
殺
対
策
連
絡
協
議
会
委

員
〕
田
中
幸
子　
〔
仙
台
市
地
域
保
健
・

保
健
所
運
営
協
議
会
委
員
〕
安
齋
由
貴
子

〔
仙
台
市
環
境
審
議
会
委
員
〕
吉
岡
敏
明

〔
仙
台
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
〕
鈴
木
久

三
、
伊
藤
光
子
、
菅
原
純
、
堀
越
康
寛　

〔
仙
台
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員
〕

永
富
良
一
、
稲
田
容
子
、
加
藤
茂
子
、
木

下
英
俊
、
松
原
悟　
〔
仙
台
市
中
高
層
建

築
物
紛
争
調
停
委
員
会
委
員
〕
徳
永
幸
之

〔
仙
台
市
宅
地
保
全
審
議
会
委
員
〕
𠮷
田

望　
〔
杜
の
都
の
環
境
を
つ
く
る
審
議
会

委
員
〕
瀬
上
京
子　
〔
仙
台
市
広
瀬
川
清

流
保
全
審
議
会
委
員
〕
西
山
浩
一　
〔
仙

台
市
発
達
障
害
児
教
育
検
討
専
門
家
チ
ー

ム
委
員
〕
仁
平
説
子　
〔
仙
台
市
科
学
館

協
議
会
委
員
〕
和
泉
眞
喜
子

◆
市
政
功
労
者
（
本
市
の
振
興
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
方
）〔
自
治
・
消
防
功
労
〕
熊

谷

昭
、
蛇
沼
孝
、
七
井
英
雄
、
平
山
新

悦
、
今
野
均
、
佐
斌
夫
、
太
田
善
雄
、

齋

和
平
、
今
野
勇
、
及
川
勇
、
村
山
す

み
子
、
姉
歯
和
郎
、
佐
藤
玲
子
、
鈴
木
功
、

阿
部
敎
志
、
日
下
覚
実
、
八
木
彌
生
、
八

島
信
夫　
〔
健
康
・
福
祉
功
労
〕
齊
藤
達

雄
、
小
林
眞
勝
、
児
玉
睦
子
、
鈴
木
重
良

〔
産
業
・
経
済
功
労
〕
岩
﨑
一
夫
、
庄
子

秀
夫
、
中
野
勲
、
大
場
啓
壽
、
阿
部
忠
、

鈴
木
文
史
朗
、
堀
切
川
一
男　
〔
教
育
・

文
化
功
労
〕
二
宮
康
明
、
山
吹
昭
子
、
渡

辺
徹
、
八
幡
悦
子　
〔
環
境
功
労
〕
工
藤

秀
也

◆
議
員
待
遇
者
（
市
議
会
議
員
と
し
て
12

年
以
上
に
わ
た
り
市
政
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
方
）
ふ
な
や
ま
由
美

◆
永
年
勤
続
委
員
（
委
員
と
し
て
10
年
以

上
に
わ
た
り
市
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た

方
）〔
人
権
擁
護
委
員
〕
五
島
昭　
〔
仙
台

市
消
費
生
活
審
議
会
委
員
〕
亀
田
治　

〔
民
生
委
員
児
童
委
員
〕
遠
藤
毅
、
加
藤

　
７
月
２
日
に
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で

市
制
施
行
１
２
９
周
年
記
念
式
を
行
い
、

市
政
功
労
者
34
人
、
議
員
待
遇
者
１
人
、

永
年
勤
続
委
員
１
６
９
人
を
表
彰
し
ま

し
た
。
今
回
表
彰
さ
れ
た
方
の
お
名
前

は
、
次
の
通
り
で
す（
順
不
同
、
敬
称

略
）。

貴
子
、
池
田
優
、
遊
佐
一
郎
、
井
坂
和
美
、

江
戸
三
知
子
、
菊
地
泰
子
、
小
関
桂
子
、

太
田
章
子
、
熊
谷
幸
子
、
松
澤
惠
子
、
齊

藤
靖
雄
、
金
森
美
奈
子
、
桑
原
美
智
子
、

上
山
葉
子
、
稲
邉
真
理
、
奥
山
静
子
、
大

山
修
子
、
日
下
な
お
子
、
佐
藤
潔
子
、
関

恭
子
、
津
田
京
子
、
遠
藤
弘
子
、
木
村
洋

子
、
大
山
養
一
、
熊
谷
順
子
、
八
田
ゆ
か

り
、
熊
谷
紘
一
、
塚
原
榮
子
、
千
葉
正
子
、

松
根
眞
裕
美
、
加
藤
理
智
子
、
内
海
祥
子
、

石
澤
惠
子
、
氏
家
洋
子
、
郡
山
さ
や
か
、

阿
部
征
子
、
京
陽
子
、
高
橋
洋
子
、
佐
藤

勝
男
、
佐
藤
峰
子
、
佐
藤
友
一
、
今
野
祥
、

鹿
目
尚
、
櫻
井
い
な
よ
、
菅
原
勲
、
松
川

好
孝
、
関
義
昌
、
金
野
明
美
、
荒
井
忠
男
、

庄
司
佳
子
、
菅
澤
久
子
、
庄
司
透
、
寺
下

昌
子
、
鈴
木
良
子
、
田
中
朋
子
、
一
井
勝

雄
、
遠
藤
良
信
、
近
江
桂
美
、
赤
坂
信
子
、

横
山
久
美
子
、
伊
藤
宣
子
、
加
藤
博
之
、

髙
橋
和
子
、
伊
藤
特
男
、
秋
葉
文
雄
、
赤

間
園
子
、
菅
野
隆
二
、
菊
地
章
、
仲
嶋
一

雄
、
山
内
啓
子
、
齋
藤
由
紀
子
、
大
場
荘

六
、
栗
原
ま
さ
よ
、
高
橋
美
枝
子
、
川
下

加
寿
子
、
竹
川
良
夫
、
屋
代
英
雄
、
渡
辺

宣
雄
、
佐
藤
は
る
み
、
加
藤
登
志
美
、
中

野
郁
、
岩
泉
順
子
、
安
斎
裕
子
、
阿
部
徹
、

岩
並
佐
喜
子
、
小
林
敦
子
、
石
田
和
惠
、

渡
邉
玉
惠
、
遠
藤
昭
一
、
大
久
保
文
子
、

鹿
郷
淳
子
、
馬
目
敦
子
、
尾
形
あ
さ
子
、

阿
部
七
重
、
堀
江
ま
さ
子
、
佐
千
夏
、

堀
田
恵
美
子
、
櫻
田
紘
子
、
森
ヨ
シ
子
、

　
　
市
政
功
労
者
等
を
表
彰

　
　
　
―
市
制
施
行
１
２
９
周
年
記
念
式

市政
トピックス
市政

トピックス

▲派遣に当たり、職員を激励する
出発式を開催

　
６
月
18
日
に
大
阪
府
北
部
で
発
生
し

た
地
震
に
伴
い
、
市
で
は
６
月
19
日
か

ら
21
日
ま
で
職
員
２
人
を
現
地
に
派
遣

し
ま
し
た
。
大
阪
市
・
高
槻
市
・
茨
木

市
を
訪
問
し
、
被
災
状
況
や
現
場
の
ニ

ー
ズ
等
を
調
査
。
本
市
の
震
災
記
録
誌

等
を
配
布
し
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験

や
教
訓
を
各
被
災
地
に
伝
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
西
日
本
を
中
心
に
記
録
的
な

大
雨
を
も
た
ら
し
た
「
平
成
30
年
７
月

豪
雨
」
で
は
、
７
月
７
日
に
岡
山
県
総

社
市
へ
、
７
月
８
日
に
愛
媛
県
宇
和
島

市
へ
各
４
人
の
先
遣
隊
の
派
遣
と
支
援

物
資
の
提
供
を
実
施
。
そ
の
後
も
被
災

地
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
、
罹り

災さ
い
証
明

支
援
職
員
や
保
健
師
等
を
派
遣
し
て
い

ま
す
。

　
本
市
は
国
の
枠
組
に
よ
り
、
総
社
市

を
継
続
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
、
被
災
者
の
生
活
再
建

に
向
け
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

震
災
の
教
訓
を
つ
な
ぐ

―
被
災
地
へ
緊
急
支
援

市政
トピックス


